
― 決算審査特別委員会報告（第１回） R5.9.19 ― 

- 1 - 

決算審査特別委員会報告（第１回） 

１．招集年月日 令和５年９月19日（火曜日） ９月定例会（１日目）休憩中 

２．場 所 佐々町役場 ３階 第１会議室 

３．開 議 令和５年９月19日（火曜日） 午後３時16分 

４．出席委員（９名） 

委 員 長 永田  勝美  君 副委員長 長谷川  忠  君 

委  員 平田  康範  君 委  員 川副   剛  君 

委  員 横田  博茂  君 委  員 阿部   豊  君 

委  員 永安  文男  君 委  員 橋本  義雄  君 

委  員 須藤  敏規  君   

５．欠席委員（なし） 

６．説明のための出席者職氏名 

町長 古庄   剛  君 副町長 中村  義治  君 

教育長 黒川  雅孝  君 総務理事 大平  弘明  君 

事業理事 今道  晋次  君   

７．職務のための出席者職氏名 

議  長 淡田  邦夫  君 議会事務局長 荒木  洋介  君 

議会事務局書記 濱野   聡  君   

８．会議に付した案件 

（１）委員長選任について 

  （２）副委員長選任について 

  （３）決算審査の日程について 

  （４）その他 

 

９．審議の経過 

 （15時16分  開議） 

 

― 開議 ― 

 

議  長（淡田 邦夫 君） 

    ９月定例会初日ということで、大変お疲れ様のところと思いますが、どうぞよろしくお願い

いたします。 
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    ただ今から、決算審査特別委員会を開会します。 

    本日の出席委員は全員出席です。 

    これから本日の会議を開きます。 

    委員長選出まで、臨時の委員長を年長の平田委員にお願いしたいと思いますが、よろしいで

しょうか。 

 

（「異議なし。」の声あり） 

 

異議なしと認めます。 

したがって、臨時委員長を平田委員にすることに決定いたしました。 

平田委員、よろしくお願いいたします。 

 

臨時委員長（平田 康範 君） 

    皆様お疲れ様です。   

ただ今、臨時委員長ということで選出していただきました平田でございます。皆様方の御協

力をいただき会議を進めたいと思いますので、どうぞよろしくお願いをいたします。 

 

―（１）委員長選任について ― 

 

臨時委員長（平田 康範 君） 

    それでは、案件１、委員長選任についてを議題といたします。 

    皆様方からの御意見を伺うため、暫時休憩をいたします。 

 

    （15時18分  休憩） 

    （15時46分  再開） 

 

臨時委員長（平田 康範 君）   

    休憩前に引き続き会議を開きます。 

    阿部委員。 

 

委  員（阿部 豊 君） 

    これまでの経過の中で様々ありましたが、議員の個人の考えも聞かせていただいております。

そういった議員の権利を抑制してまでですね、お願いするのはいかがなものかと思います。現

常任委員会の委員長、副委員長の構成等を考えた時にですね、監査委員を何年もしていただい

とった平田委員のほうに、委員長はお願いするのがベストじゃないかというふうに、わたしは

推薦をしたいと思います。 

 

臨時委員長（平田 康範 君）   

    これはやはり言いますように、全員協議会で内諾終わってるんですよ。それをここでね、ま

た替える、これに対しては総務厚生委員長に対して失礼です。実際に申し上げまして。全員協

議会で内諾受けたわけですよ。それをここでまた覆す。これに対しては永田委員に対しては、

大変失礼な行為です。したがって、これは全員協議会のとおり行くべきだと。 

    阿部委員。 
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委  員（阿部 豊 君） 

    全員協議会の時に、賛否についての判断は、おっしゃられていませんでした。その後、委員

長される時にですね、わたしが言いました。すべて賛成されるんですね。そういった方向性で、

委員会の委員長ポストというのは、賛否が同数だった場合に、替えない方向に委員長は言うわ

けですよね。そういった、委員長のポストのあるべき姿とか、全会一致であればそのままいく

ぞっていうのを、その方向でいかれるんですかっていうのを、終わった後確認したところです

ね、そういったことではあられなかったんです。であれば、いわゆる賛否にも参加できない。

であれば討論もできないというような、形になるのはですね、議員個人の権利を抑制してまで、

お願いするのはですね、甚だその議員に対してですね、失礼にあたるということで、わたしは

反対にそちらのほう、抑制、表現が悪いですね。我慢していただくのはですね、反対に失礼に

なるというふうに、私自身考えます。 

 

臨時委員長（平田 康範 君）   

    橋本委員。 

 

委  員（橋本 義雄 君） 

    ずっと話を聞いております。失礼になる。失礼にならない。いろいろありますけども、本人

が一番悩んで、そして、いまの結論として採決の場合は出ていくと。そこまで考えて永田委員

がしておられますので、わたしはこの前の会議のとおり正副、全員協議会の結果に賛成をいた

します。 

 

臨時委員長（平田 康範 君） 

    暫時休憩をいたします。 

 

    （15時50分  休憩） 

    （15時53分  再開） 

 

臨時委員長（平田 康範 君）   

    休憩前に引き続き会議を開きます。 

    いま、私のほうにということで、ありました。これは、議長以外からの話もきているようで

すね。電話かなんかでね。わたしの名前が挙がってる。それはお聞きしました。その時に、議

長に申し上げたんですが、私は元農協職員で現業職が長かったんです。事務的なことは、それ

は監査委員はしてましたが、事務的なことはほとんど経験がないということでですね。やはり

この委員長になりますと、委員のみなさんからいろいろ執行に対して質問とかされますね。そ

こに対して、適切に執行に対して回答を求めきるか。それも自信はありません。実際言って。

それでまた、執行がですよ、説明しますよね。委員からの質問に対して。その回答がですね、

委員さんの質問の意図するところと違った回答した時、阿部委員さんはそれ違うやろ、こうや

ろっていうふうに、いろいろ再三執行に対して再回答を求めたり、なんかされとったじゃない

ですか。そういうのをね、わたしは絶対できないというふうに考えております。ですから、そ

ういうことしますとね、この一案件についても審議がスムーズにいかない。みなさんに迷惑を

かける。これは、もう目に見えて分かっております。わたしのいままでの以前の職業とか経験

からですね。 

    あと１つですね、実はわたし、実際申し上げて、体調がいまおもわしくございません。毎朝、

血圧を測っておりますが、血圧のですね、一番上の数値が100前後です。100前後でですね、そ

れに伴ってまた不眠症が出てきてですね。今、実際申し上げて病院に通院しています。そうい
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う状況でですね、できれば副議長としてやはり議長を補佐していかんばいかん。それから議会

運営委員会の委員長もしてますけど、そういったことに穴をあけるわけにはいかんですから、

あくまで通院しながら、治療中なんですね。ですから、今回のいま阿部委員から推薦いただき

ましたけども、委員長になるということは、体力的にもう自信がございませんので、ここは誰

かにお願いをしたいという考えです。 

    阿部委員。 

 

委  員（阿部 豊 君） 

    決まらんたい、そしたら。 

 

臨時委員長（平田 康範 君） 

    時間がおしてますから、暫時休憩して、議場に戻って、時間延長を取る必要がございますの

で、議場に行ってよかですか。時間延長。 

    暫時休憩します。 

 

    （15時56分  休憩） 

    （16時05分  再開） 

 

臨時委員長（平田 康範 君） 

    休憩前に引き続き会議を開きます。 

    私にっていうことでお話があっておりますけど、先ほど言いました１番大きな体調問題。こ

れについては、体調回復に努めさせていただきたいということで、辞退させていただきたいと

思います。よろしいですか。 

 

    （「なし。」の声あり） 

 

    そしたらですね。次、そういうことで、ちょっとわたしが無理と思いますので、先ほど来か

ら出ております委員長に、総務厚生委員長にお願いしたいということで、私ども考えているん

ですが、いかがですか。 

    阿部委員。 

 

委  員（阿部 豊 君） 

    先ほど橋本委員のほうから、退出ありきのお話がありました。そういった状況でですね、お

願いするのは、いかがなものかと思いますので、わたしは反対させていただきます。 

 

臨時委員長（平田 康範 君） 

    ほかにございませんか。 

    では、ないようですので、ここでもう協議はですね、ある程度尽きたと思います。 

    採決で委員長を選任したいと思いますが、ようございますか。 

    横田委員。 

 

委  員（横田 博茂 君） 

    永田委員がこの委員会の委員長をするということが適当か、適当ではないかという採決だと

思いますけども、もし不適当だということになった場合の対案はあって採決されるんでしょう

か。 



― 決算審査特別委員会報告（第１回） R5.9.19 ― 

- 5 - 

臨時委員長（平田 康範 君） 

    採決はあくまでも委員長を選任することですから。 

    阿部委員。 

 

委  員（阿部 豊 君） 

    わたしが反対って言ったんですから、そういったことですよ。わたしは反対表明したんです

から。だから、横田委員の質疑は妥当だと思います。どちらがいいか。 

 

臨時委員長（平田 康範 君） 

    横田委員。 

 

委  員（横田 博茂 君） 

    もし、勝ち負けではないですけども、永田委員がなられない。できないという場合、また振

り出しですよね。採決。そして、平田委員もできない。ということは確定してるみたいなので。 

    では、どなたがやるのかを、まず、やるかっていう可能性を探ってからのほうが採決、正し

くないですか。 

 

臨時委員長（平田 康範 君） 

    ほかに誰かいらっしゃいますか。 

横田委員。 

 

委  員（横田 博茂 君） 

    いらっしゃらないですけど、このままやっても結局決まらないままなんじゃないですかね。

万が一のことでありますけど。 

 

臨時委員長（平田 康範 君） 

    暫時休憩します。 

 

    （16時08分  休憩） 

    （16時13分  再開） 

 

臨時委員長（平田 康範 君） 

    休憩前に引き続き会議を開きます。 

    川副委員のほうから提案がございました。それで、まずはじめに橋本委員がお話されたこと

については、削除させていただきたい。退席問題についてですね、退席とかでておりましたの

で、そこは、会議録から削除させていただきたいと思います。 

    阿部委員。 

 

委  員（阿部 豊 君） 

    削除反対。それがわたしは会議録に残るから、次の賛否に影響しますから。削除に反対。 

    賛否に関わる発言であるので、わたしの。採決を取ろうとする行為についてですね、わたし

の賛否に関わる発言です。だから削除されることは困るので、反対です。 

 

臨時委員長（平田 康範 君） 

    暫時休憩します。 
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    （16時15分  休憩） 

    （16時16分  再開） 

 

臨時委員長（平田 康範 君） 

    休憩前に引き続き会議を開きます。 

    削除については、わたし今申し上げましたけども、一応、阿部委員から異議がございますの

で、削除についてはもうそのままいくということで、決定をさせていただきたい。 

    あと１点、川副委員からご提案ございましたように、今回の決算審査特別委員会の委員長に

は、総務厚生委員長の永田委員さんに。 

    討論ある方は、どうぞ。 

    阿部委員。 

 

委  員（阿部 豊 君） 

    本会議場の賛否についてはですね、議員個人の権限でもあられます。とはいえ、休憩中にい

ろいろお話を聞いた時に、個人のですね、権利を略奪するというような形にもなるし。議員個

人の発言権も無くすと。討論もできないというような形はいかがなものかという点と。 

    入退室についても個人の権限ですけども、それがちょっとありきということでの、委員長就

任は、はっきり言えば忍びないというふうにわたし自身考えますので、反対討論をさせていた

だきます。 

 

臨時委員長（平田 康範 君） 

    ほかに討論ありませんか。 

 

    （「なし。」の声あり） 

 

    ないようですので、それでは、今回の委員長には、総務厚生委員長の永田委員にお願いする

ということで、採決を行います。賛成の方、挙手をお願いします。 

  

    （賛成者挙手） 

 

    賛成多数で、今回の決算審査特別委員長には、総務厚生委員長の永田委員に決定をいたしま

した。それでは、暫時休憩をいたします。 

 

    （16時18分  休憩） 

    （16時19分  再開） 

 

―（２）副委員長選任について ― 

 

委 員 長（永田 勝美 君） 

    休憩前に引き続き会議を開きます。 

    ただいま決算審査特別委員会、委員長に互選されました。いろいろ御心配おかけして申し訳

ございませんが、いい経験になったかなというふうに思っております。委員会そのものについ

てはですね、ぜひ深い議論ができるように、進めていきたいと思いますので、ただ、こういう

進行になかなか慣れてないところがありますので、ぜひいろいろ御助言もいただきながら、進

めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
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    それでは、案件２、副委員長選任についてを議題といたします。 

協議のため暫時休憩いたします。 

 

    （16時20分  休憩） 

    （16時21分  再開） 

 

委 員 長（永田 勝美 君） 

    休憩前に引き続き会議を開きます。 

    ただいま休憩中に、決算審査特別委員会の副委員長を、長谷川忠委員にお願いできないかと

いうことで、あがっております。 

    お諮りいたします。決算審査特別委員会の副委員長は、長谷川忠君とすることに異議ありま

せんか。 

 

    （「異議なし。」の声あり） 

 

    異議なしと認めます。よって、決算審査特別委員会の副委員長は、長谷川忠委員に決定いた

しました。長谷川忠委員、よろしくお願いいたします。 

    協議のため、暫時休憩いたします。 

 

    （16時21分  休憩） 

    （16時22分  再開） 

 

―（３）決算審査の日程について ― 

 

委 員 長（永田 勝美 君） 

    休憩前に引き続き会議を開きます。 

    三役、理事のみなさんご苦労様でございます。 

    次に案件３、決算審査の日程についてを議題といたします。 

    協議のため、暫時休憩いたします。 

 

    （16時22分  休憩） 

    （16時30分  再開） 

 

委 員 長（永田 勝美 君） 

    休憩前に引き続き会議を開きます。 

    決算審査の日程は、１日目、９月25日。２日目、９月26日。３日目、９月27日。４日目、

９月28日。５日目、９月29日。６日目、10月５日の日程にするとことで御異議ございませんか。 

 

    （「異議なし。」の声あり） 

 

    異議がないようですので、決算審査の日程は申し上げたとおり、９月25日、26日、27日、28

日、29日、10月５日の６日間に決定いたしました。 

    休憩中に事務局から提案がありました、総括での町長に対する質問について漏れがないよう、

みなさんに確認をとった上で、執行の回答を求めることについては、御異議ございませんか。 
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    （「異議なし。」の声あり） 

 

    それでは、異議なしと認めます。事務局のほうは、そのように対応をお願いいたします。 

    改めて、日程等については連絡してください。 

 

―（４）その他 ― 

 

委 員 長（永田 勝美 君） 

    そのほかでなにかございませんか。 

 

    （「なし。」の声あり） 

 

    現地調査については、審議の中で新たにみなさんのほうから出たところで、議論したいと思

いますので対応よろしくお願いいたします。 

    それでは、ほかにないようですので、本日はこれにて散会します。 

    お疲れ様でした。 

 

 

 （16時31分  散会） 

 

 


